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晴天に恵まれた11月５日
（土）、国労東日本本部第10回
マラソン大会【後援、国労本
部・国鉄労働会館・全交運共
済東日本事業本部】が開催さ
れ、最年少は８歳から最年長
は66歳までのランナーが自慢
の脚力を楽しく競い合った。

11時30分、開会式会場と
なった皇居・時計台前には、
すでに当日の最終エントリ
ーを済ませたランナーが集
結。前年度優勝の高崎地本
Ａチームによる優勝杯返還
に続き、前回大会を新潟中越地震の関係で参加断念した新潟地
本チームの代表が元気に選手宣誓し、個人マラソン・駅伝マラ
ソン競技の熱戦の火蓋を切った。

12時、高野東日本書記長のホイッスルで個人マラソンレース
（皇居１週・５キロ）参加者の77人が一斉にスタート。優勝を手

にしたのは、
50歳ベテラ
ンの高橋選
手（東京・
八王子）を
見事引き離
し、15歳青

年ランナーの遠藤選手（盛岡・家族）が完璧な走りでＶを勝ち取
った！

13時、戦前の予想では高崎地本Ａチームが５年連続優勝をする
のか、それとも前
年度惜しくも２位
となった盛岡地本
チームが高崎に待
ったをかけ悲願の
初優勝を飾るのか、
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１位　長野Aチーム　　 １時間14分07秒
（柳原昭治・轟　勝・関口　修・平塚　隆・太田耕三・山崎義明）
２位　千葉・車掌チーム　１時間16分04秒
（名雪勝男・吉野　昭・渡辺　保・末吉和徳・金坂壽男・金坂翔平）
３位　盛岡地本チーム　　１時間16分17秒
（佐藤英毅・高橋孝治・八嶋昌二・黒井恒夫・佐々木力・吉田雅美）

２位の千葉

３位の盛岡 駅伝優勝の長野

１区（５㎞）千葉・車掌チーム　　名雪　勝男（津田沼車掌区）18分08秒
２区（2.5㎞）横浜・しょうなん　　高橋　忠夫（東所沢電車区）８分28秒
３区（2.5㎞）長野Ｂチーム　　　　町田　幸男（松本運輸区） ９分26秒
４区（2.5㎞）京浜東北横浜線車掌　金子　恒典（浦和車掌区） ８分33秒
５区（2.5㎞）千葉・車掌チーム　　金坂　壽男（京葉運輸区） ８分58秒
６区（５㎞）千葉・車掌チーム　 金坂　翔平（家族） 17分04秒

１位　　遠藤　広樹　　盛岡・盛岡運輸区・家族　　　18分22秒
２位　　高橋　忠夫　　八王子・東所沢電車区　　　　18分31秒
３位　　加賀耕三郎　　新幹線・東京第一車両　　　　18分43秒
４位　　佐々木晴基　　仙台・車体　　　　　　　　　18分54秒
５位　　佐々木　功　　盛岡・宮古地域　　　　　　　18分59秒
６位　　小野　雄志　　秋田・秋田総合車両セ　　　　19分06秒



チームが総合力で第２回大会以来９年ぶり２度目の優勝を飾
り、優勝杯を長野の地へ持ち帰った。

注目が注がれる中、再び高野東日本本
部書記長のホイッスルで駅伝レース

（皇居４週・６区間）参加25チームの第
１区ランナーが一斉にスタート。なん
と、第１区でトップに躍り出たのは予

想（!?）に反し
て千葉・車掌チ
ームの名雪選手。応援の千葉地本役員
が祝勝会の会
場探しに心配
するほどの走
り は 圧 巻 で 、
ぶっちぎりで

タスキは２区へ繋げるものの、終始
安定した走りを展開した長野地本Ａ

最高年齢賞　66歳　内田　昭 （東京中央支部OB）
最低年齢賞　８歳　中山千恵 （東京新橋支部）

８歳　遠藤有佳子（盛岡地本）
女性ランナートップ賞　齋藤範子 （秋田地本）
10回大会記念賞（10位）齋藤準一 （盛岡地本）
ブービーメーカー賞　 泉　詩織（東京新橋支部）

中山奈緒（東京新橋支部）
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最年少者に記念品

11月２日国労東日本本部は、大会後始めての各地方委員
長・書記長会議を東京・交通ビルにて開催し、新たな局面を
迎えた情勢や、中央労働委員会の場に於いての昇進差別事件
の和解をめぐる状況など当面する意思統一を行った。
会議の冒頭に挨拶した伊藤委員長は、「昇進の和解を受け今後

の展望をどう作るか！まだまだ職場には不公平感は残っている。
引き続き、残された諸課題に向け努力する。」と、東日本とし
ての決意を述べると共に、９地方本部の協力を要請した。

情勢報告をした国労本部・吉田書記長は不採用問題の解決に
向けた取組みを中心に、「①政治対策～、②要求の具体化～、
③雇用対策～、④大衆行動～、⑤ＩＬＯ対策～」の５点にわた
り報告、とりわけ９・15の１部闘争団の鉄建公団訴訟判決を踏
まえ、「解決の大前提は、裁判をやっているものも、本部方針
を支持してきたものも、不採用事件に関わってきたもの全てが、
この機に解決をする１点で団結を図りたい！」と強調した。

この後、高野書記長より①「ＪＲ不採用事件の早期解決に
向けた取組みについて」では、第２次～第４次までの中央行

動（別途掲載）や、アルバ冬期物販・東日本推奨品について
など～、②「中労委昇進差別事件和解解決について」では、
この間の経過から今後引き続いての職場からの取組みについ
て、からなる議題５点をそれぞれ提案。各地方本部の意見を
踏まえ、９地本が当面する意思統一をした。

第２次中央行動　　11月29日（火）～12月１日
行動内容：　　11月29日
総決起集会　　18時30分社会文化会館

第３次中央行動　　１月25日（水）～27日（金）
第４次中央行動　　２月15日（水）～17日（金）
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